
令和６年度第２回 茨城県央地域ウエルネス推進協議会 次第 

 

日時：令和７年２月20日（木）午前10時から 

場所：水戸市役所　本庁舎４階　政策会議室 

 

 

１　開　会 

 

２　議　題 

(1) 令和６年度の社会実験 実施報告 

(2) 令和７年度の社会実験について 

 

３　その他 

 

４　閉　会 

 

 

 

【配付資料】 

・　次第 

・　委員名簿 

・　茨城県央地域ウエルネス推進協議会設置要項 

・　資料１　令和６年度の社会実験 実施報告 

・　参考資料　「Care Show Japan 2025」チラシ抜粋 

・　意見書



令和６年度第２回 茨城県央地域ウエルネス推進協議会　委員名簿 

令和７年２月20日 

１　委員　（順不同　敬称略） 

任期：令和６年12月１日～令和８年11月30日 

２　事務局（水戸市） 

 

 　 氏　名 所　属 備　考

 1 上 地 　 勝 茨城大学 教育学部教授

 2 坂間　伊津美 常磐大学 看護学部長

 3 篠田　多介志 茨城県国民健康保険団体連合会 事務局長

 4 金澤　秀房 茨城県総合健診協会 理事兼事務局長

 5 青木　かを里 水戸市医師会 副会長 欠席

 6 田澤　重伸 水戸市歯科医師会 会長

 7 今井　章人 水戸薬剤師会 会長 欠席

 8 中村　友美 水戸商工会議所女性会 副会長

 9 多田　厚史 水戸市社会福祉協議会 事務局長

 10 島 川 　 清 笠間薬剤師会 会長 欠席

 11 飛田　和明 ひたちなか商工会議所 事務局次長

 12 黒澤　春美 ひたちなか市食生活改善推進員協議会 会長

 13 稲川　敏夫 那珂市スポーツ推進委員会 委員長

 14 大曽根　光江 小美玉市食生活改善推進協議会 会長

 
15 髙 林 　 修

茨城町ウオーキングの会 前会長 

（日本ウオーキング協会公認指導員）

 16 大川　きみ子 大洗町食生活改善推進員連絡会 会長

 17 高嶋　はるえ 城里町食生活改善推進員協議会 会長

 18 佐藤　栄子 東海村健康づくり計画推進委員会 委員長

 役職名 氏　名 役職名 氏　名

 保健医療部長 小川　佐栄子 健康増進係長 福田　淳子

 健康づくり課長 堀江　博之 保健政策係長 昆 　 節 夫

 技正兼課長補佐 高安　克子 主　　幹 西山　拓海

 課長補佐 春 日 　 剛



３　関係市町村 

 市町村名 課名 役職名 氏　名

 

笠間市 健康医療政策課
課長補佐 青木　美穂子

 主　　査 浦井　義朗

 ひたちなか市 健康推進課 技佐兼係長 佐藤　由季

 

那珂市 健康推進課
課　　長 玉川　祐美子

 課長補佐 飛田　　健

 小美玉市 健康増進課 課　　長 太田　由美江

 

茨城町 健康増進課
課　　長 大信　雅一

 技　　師 綿引　勇太

 大洗町 健康増進課 課　　長 本城　正幸

 城里町 健康福祉課 課長補佐 木村　和恵

 東海村 健康増進課 課　　長 佐藤　重雄



茨城県央地域ウエルネス推進協議会設置要項 

 

（設置） 

第１条　いばらき県央地域連携中枢都市圏ビジョンにより形成された圏域（以下「圏域」という。）

を対象に，住民の健康づくりの意識を高めることによって，健康寿命の延伸を図るとともに，健

康づくりに関わる企業との連携を強化し，圏域の住民の健康に寄与するため，茨城県央地域ウエ

ルネス推進協議会（以下「協議会」という。）を設置する。 

（所掌事項） 

第２条　協議会は，次の各号に掲げる事項について協議する。 

(1) ＩＣＴの活用をはじめとする健康づくりに関すること。 

(2) 健康づくりに関する官民連携社会実証事業に関すること。 

(3) 前各号に掲げるものの他，前条の目的を達成するために必要な事業。 

（組織） 

第３条　協議会は，次に掲げる者のうち，水戸市長が依頼する20人以内の委員をもって組織する。 

(1) 学識経験者 

(2) 医療関係団体 

(3) その他関連団体 

(4) 前号に掲げるもののほか，水戸市長が適当と認める者 

（任期） 

第４条　委員の任期は２年とし，再任を妨げない。 

２　補欠により依頼された委員の任期は，前任者の残任期間とする。 

（役員） 

第５条　協議会に，次の役員を置く。 

(1) 会長　　１名 

(2) 副会長　１名 

２　会長は，協議会の会務を総理する。 

３　副会長は，会長を補佐し，会長に事故あるとき，又は会長が欠けたときは，その職務を代理す

る。 

（会議） 

第６条　協議会は，会長が招集し，会長は，会議の議長となる。 

２　会長は，必要に応じて委員以外の者を協議会に出席させ，意見．説明その他必要な協力を求め

ることができる。 

（実務担当者部会） 

第７条　協議会に，実施担当者部会を置く。 

２　部会は，第２条に規定する所掌事項について実務レベルの検討及び調査研究等を行うものとす

る。 

３　部会は，構成市町村の担当課長とする。 

（庶務） 

第８条　協議会の庶務は，水戸市保健医療部健康づくり課において行う。 

（補則） 

第９条　この要項に定めるもののほか，必要な事項は，別に定める。 

 

付　則 

この要項は，令和４年８月２日から施行する。 

この要項は，令和６年４月１日から施行する。
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令和６年度の社会実験 実施報告 

 

令和６年度は以下の３つの社会実験を実施した。 

 

１　茨城県央#Feel Health プロジェクト（WELL BE CHECK）の実施結果 

 

　(1) 実施概要 

LINE を活用して未病状態を見える化する「WELL BE CHECK」を用いて，圏域住民の健康にお

ける行動変容ステージを明確化する。また，健康への意識と関心を高める施策を立案・実行する

ことを目指し，住民の健康ニーズを把握する。 

 

　(2) 実施目的 

　　①　特に30歳代から50歳代の働き盛り世代に対して健康づくりを働きかけるに当たり，LINE を

使用した手軽なツールの有効性について検証する。 

　　②　社会実験を行うに当たり，住民にどのように周知をすることが効果的か検証する。 

　　③　県央地域の行動変容ステージの分布結果から，今後の健康づくり施策をどのように進めてい

くかを検討する。 

 

　(3) 連携企業 

株式会社WELL BE INDUSTRY（東京都渋谷区） 

 

　(4) 実施期間 

令和６年９月９日（月）から10月31日（木） 

 

　(5) 参加人数 

　　ア　市町村別 

合計1,065人（内訳：９市町村1,051人+９市町村以外14人） 

資料１

446人

125人

138人

69人

48人

36人

60人

52人

77人

14人

0人 50人 100人 150人 200人 250人 300人 350人 400人 450人 500人

水戸市

笠間市

ひたちなか市

那珂市

小美玉市

茨城町

大洗町

城里町

東海村

その他

水戸市, 

41.9%

笠間市, 

11.7%
ひたちなか市, 

13.0%

那珂市, 

6.5%

小美玉市, 

4.5%

茨城町, 

3.4%

大洗町, 

5.6%

城里町, 

4.9%

東海村, 

7.2%

その他, 

1.3%

合計

1,065人
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　　イ　年齢別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ　参加経路 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 LINE 公式 自治体からの LINE による周知から

 チラシ 各所で配布したチラシのＱＲコードから

 ポスター 各施設に掲示したポスターのＱＲコードから

 その他 上記以外から（ホームページ，各自治体内職員向けインフォメーション等）

ž メインで考えていた LINE の周知からは，

約20%(約 200人程度)の参加となった。 

ž 「チラシ」については，主に協力企業によ

る職場内での配布によるものと思われる。 

ž 最も多い「その他」の内訳としては，各自

治体職員が多いと思われる。

ž 全体のうち，メインターゲット層

である30歳代～50歳代（働き盛り

世代）の回答は計64.6％

10歳代以下

1.3%

20歳代

6.4%

30歳代

17.1%

40歳代

21.2%50歳代

26.3%

60歳代

17.4%

70歳代

9.2%

80歳代以上

1.1%

n=1,065人

n=1,065人

LINE公式

19.0%

チラシ

33.8%

ポスター

3.7%

その他

43.5%

n=1,065人
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　(6) 実施結果 

　　ア　周知 

　 

　　イ　トータルスコア 

WELL BE CHECK で50の設問に回答した結果算出されるスコアであり，最大は「５」で，

数字が大きいほど未病リスクが高いとされる。 

今回，圏域の全市町村で全国平均よりもスコア値が高い（リスクが大きい）という結果であ

った。 

 

 

　　　WELL BE CHECK 

 

 

 

 

 

 

 

 周知方法
回数等 

（圏域全体）
備考

 ＳＮＳによる発信 延べ22回 LINE，Ｘ，Facebook

 広報紙に掲載 延べ６回 ５市町村の広報紙

 ポスター掲示 計90施設

 ポスター掲示以外で 
協力いただいた企業・団体

計24施設
ž 茨城新聞への記事掲載 
ž 職員へのチラシ回覧 
ž 会報への記事掲載　　　等

 

その他各市町村で 

行った周知

ž 庁舎内待合スペースのモニターに投影 
ž まちなかデジタルサイネージ広告の利用 
ž イベント会場でのポスター掲載，来場者への PR 
ž 市内全域チラシ回覧 
ž 健診（検診）時にチラシを配布 
ž 母子保健事業（健診・相談）時にチラシを配布 
ž トレーニングルーム内トレーナーによるチラシ

の配布と説明 
ž 健診ネット登録者へのメールでの周知 
ž 健診通知へのチラシの同封

3.11 3.11 3.10

3.24

3.07

3.23
3.19

3.05

3.12

3.06 3.06 3.07
3.10

3.14 3.14 3.15 3.13

3.09

2.90

3.00

3.10

3.20

3.30

水戸市 笠間市 ひたちなか市 那珂市 小美玉市 茨城町 大洗町 城里町 東海村

男性 女性

全国

平均

リスク大

リスク小



4 

　　ウ　行動変容ステージの分布 

健康への関心及び行動の段階を表すステージで，『無関心期→関心期→準備期→実行期→維

持期』という順番で変化するもの。 

県央地域全体の行動変容ステージの分布としては，全国平均と似た結果となった。 

 

　　 

 

 

 

 

 

 凡例 内容

 
無関心期

まだ健康課題に気づいていない

 恐怖訴求（肝に銘じる言葉）が必要

 
関心期

健康課題に気づいてはいるが，対処法がわからない

 情報支援（腹に落ちる言葉）が必要

 
準備期

健康課題に気づき，対処法を理解しているが，まだ実行していない

 感情介入（心にしみる言葉）が必要

 

実行期

健康課題に気づき，対処法も理解していて，実行しているが，その結果に満足して

いない

 幸せ訴求（心がはずむ言葉）が必要

 
維持期

健康課題に気づき，対処法も理解していて，実際に実行し，その結果に満足してい

る

 
全国平均(n=6,851人) 茨城県央地域(n=1,051人)

 

無関心期, 

31.6%

関心期, 

19.3%

準備期, 

21.6%

実行期, 

16.4%

維持期, 

11.1%
無関心期, 

31.2%

関心期, 

16.7%
準備期, 

23.6%

実行期, 

18.2%

維持期, 

10.4%
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　　エ　健康課題 

WELL BE CHECK 内のアンケートにて，改善したい健康課題として特に多く回答があった

のが，「運動不足」，「ダイエット・体重管理」，「ストレスやメンタル」であった。 

 茨城県央地域（n=1,051人） 水戸市（n=446人）

 
16.8%

26.8%

42.5%

23.4%

60.3%

55.4%

50.2%

48.6%

51.1%

7.3%

2.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

人間関係・孤独感

口腔ケア

眼の健康

食習慣の偏り

運動不足

ダイエット・体重管理

睡眠不足・質の低下

慢性的な疲労感

ストレスやメンタル

その他

特になし

15.9%

27.8%

43.7%

25.1%

59.6%

54.9%

50.7%

48.0%

51.6%

9.0%

2.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

人間関係・孤独感

口腔ケア

眼の健康

食習慣の偏り

運動不足

ダイエット・体重管理

睡眠不足・質の低下

慢性的な疲労感

ストレスやメンタル

その他

特になし

 笠間市（n=125人） ひたちなか市（n=138人）

 
23.2%

30.4%

42.4%

24.8%

70.4%

57.6%

55.2%

50.4%

53.6%

7.2%

2.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

人間関係・孤独感

口腔ケア

眼の健康

食習慣の偏り

運動不足

ダイエット・体重管理

睡眠不足・質の低下

慢性的な疲労感

ストレスやメンタル

その他

特になし

15.9%

23.2%

42.8%

16.7%

58.0%

58.0%

55.1%

42.0%

44.2%

3.6%

1.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

人間関係・孤独感

口腔ケア

眼の健康

食習慣の偏り

運動不足

ダイエット・体重管理

睡眠不足・質の低下

慢性的な疲労感

ストレスやメンタル

その他

特になし

 那珂市（n=69人） 小美玉市（n=48人）

 
13.0%

21.7%

44.9%

23.2%

65.2%

50.7%

44.9%

50.7%

50.7%

11.6%

2.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

人間関係・孤独感

口腔ケア

眼の健康

食習慣の偏り

運動不足

ダイエット・体重管理

睡眠不足・質の低下

慢性的な疲労感

ストレスやメンタル

その他

特になし

18.8%

31.3%

35.4%

27.1%

54.2%

62.5%

45.8%

54.2%

60.4%

6.3%

4.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

人間関係・孤独感

口腔ケア

眼の健康

食習慣の偏り

運動不足

ダイエット・体重管理

睡眠不足・質の低下

慢性的な疲労感

ストレスやメンタル

その他

特になし

 茨城町（n=36人） 大洗町（n=60人）

 
19.4%

25.0%

52.8%

25.0%

50.0%

66.7%

58.3%

61.1%

58.3%

5.6%

2.8%
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人間関係・孤独感

口腔ケア
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食習慣の偏り

運動不足

ダイエット・体重管理

睡眠不足・質の低下

慢性的な疲労感

ストレスやメンタル

その他

特になし

21.7%

25.0%

35.0%

18.3%

65.0%

55.0%

43.3%

58.3%

61.7%

6.7%

1.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

人間関係・孤独感

口腔ケア

眼の健康

食習慣の偏り

運動不足

ダイエット・体重管理

睡眠不足・質の低下

慢性的な疲労感

ストレスやメンタル

その他

特になし



6 

 

 

　(7) 総括 

 城里町（n=52人） 東海村（n=77人）

 
13.5%

25.0%

44.2%

26.9%

53.8%

40.4%

40.4%

51.9%

40.4%

1.9%

1.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

人間関係・孤独感

口腔ケア

眼の健康

食習慣の偏り

運動不足

ダイエット・体重管理

睡眠不足・質の低下

慢性的な疲労感

ストレスやメンタル

その他

特になし

13.0%

27.3%

37.7%

22.1%

57.1%

54.5%

46.8%

40.3%

46.8%

6.5%

6.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

人間関係・孤独感

口腔ケア

眼の健康

食習慣の偏り

運動不足

ダイエット・体重管理

睡眠不足・質の低下

慢性的な疲労感

ストレスやメンタル

その他

特になし

 実施目的 考察等

 

①
LINE の 

有効性

・　30歳代から50歳代の働き盛り世代の回答が60％を超えており，今回ター

ゲットとする層には到達していると考えられる。 

・　今後 LINE のように，スマートフォン１つあれば実施可能な健康コンテン

ツの提供は，ターゲット層への有効な手段の一つになると考えられる。 

・　一方で，今回はあくまで１回のみの健康チェックとしての実施であり，継

続的な使用が前提となる健康管理アプリに関しては，無関心期が多い今の現

状では有効であるとまでは言えないと考える。

 

②
周知の 

有効性

・　メインで考えていたLINEの周知からの参加は19％とそれほど多くはなく，

協力企業や自治体職員による参加が大きな割合を占めていると想定される。 

・　各市町村で可能な限りの周知は行ったが，多くの一般住民の参加を促すに

は十分でなかった。参加拡大に向けては，予算の課題はあるものの，周知以

外にも景品やポイントといったインセンティブを用意するなど，周知の他に

参加を後押しする手段の検討が今後必要と考える。

 

③
今後の 

方針

・　行動変容ステージの分布について，全国と比較しても大きな違いはなく，

大きく地域差があるということではないと考えられる。 

・　また，行動変容ステージの分布が明確化された結果，無関心期が31.2％と

最も多く，この層に向けて健康意識を高める取組が必要と考える。 

・　令和４年度に実施した県央全体で行ったアンケートと同様に，いずれの市

町村においても運動不足が課題であると認識している住民が多いことから，

今後の実施テーマとして，「運動」は選択肢の一つになると考える。また，無

関心層に対して，どのようなテーマで健康づくりを進めていくことが効果的

であるかも，加えて検討する必要がある。 

・　本連携事業を今後も実施する場合，通常数百万円の費用を要することから，

来年度も継続して実施することは難しいものと考える。なお，仮に今年度と

同規模の予算で行う場合，LINEサービスのみの提供と，レポート提供が可能

（ただしプロモーションに係る作業は不可）と提案を受けている。 

・　今回の社会実験では，圏域住民の健康に関する行動変容ステージ分布の明

確化などの成果があった。一方で，実施していく上での費用の課題は残った。

今後はこうした分析なども踏まえながら，新たな取組を検討していく必要が

ある。
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２　足の健康診断の実施結果 

 

　(1) 実施概要 

昨年に引き続いての実施であり，医師，理学療法士，義肢装具士による足の骨格チェックとア

ドバイスの実施といった，足から始める「予防医療」の取組を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 実施目的 

　　①　足の健康診断というコンテンツの需要がどれくらいあるかを検証する。 

　　②　今後も別会場などで同様の内容を継続して実施することが可能か，また，有用であるかを検

証する。 

 

　(3) 連携企業 

株式会社ジャパンヘルスケア（東京都渋谷区） 

（理学療法士１名，義肢装具士１名） 

※　協力：水戸協同病院（医師２名，理学療法士１名） 

 

　(4) 実施期間 

令和７年１月19日（日）（令和６年度スポーツ・健康フェスティバル内） 
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(5) 参加人数 

　　　合計100人（※　アンケート回答者数98人） 

 

　　ア　年齢別・性別 

年齢別では50歳代以上80歳代以下の参加が大半を占め，性別では女性の参加が多い結果

となった。 

 

　(6) 実施結果 

　　ア　健診評価（全体） 

軽度の外反母趾の方が多く，Ｃ評価が非常に多い結果となった。 

 

 

 

 

 

 

 評価 目安

 
Ａ

足に大きな異常はなし 

定期的な健診を推奨

 
Ｂ

軽度の足のゆがみがある 

定期的な足のケアを推奨

 
Ｃ

中程度の足のゆがみがある 

足によい靴やインソール等のケアを推奨

 
Ｄ

重度の足のゆがみがある 

医療機関への受診を推奨

Ａ

25.0%

Ｂ

10.0%

Ｃ

61.0%

Ｄ

4.0%

10歳代, 

6.0%
20歳代, 

2.0%
30歳代, 

2.0%

40歳代, 

2.0%

50歳代, 

17.0%

60歳代, 

27.0%

70歳代, 

28.0%

80歳代, 

16.0%
男性

31.0%

女性

69.0%

n=100人

n=100人 n=100人

（参考）外反母趾の経過
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　　イ　健診評価（性別） 

男女別で評価を見ると，男性ではＣ評価と同程度Ａ評価の者もいる一方で，女性ではＣ評価

が偏って多い結果となった。 

 

　　ウ　足に興味を持つきっかけになったか 

　　 

　　エ　満足度 

 

57.3%

41.7%

0.0% 1.0% 0.0%
0%

20%

40%

60%

とてもそう思う そう思う どちらともいえないあまりそう思わない そう思わない

興味を持つ 

きっかけになった 

99％

50.6%
48.3%

0.0% 1.1% 0.0%
0%

20%

40%

60%

とても

満足した

満足した どちらとも

いえない

あまり満足

していない

満足していない

満足度 

98.9％

n=98人

n=98人

Ａ

14.5%

Ｂ

11.6%

Ｃ

68.1%

Ｄ

5.8%

Ａ

48.3%

Ｂ

6.5%

Ｃ

45.2%

Ｄ

0.0%

n=31人 n=69人

【男　性】 【女　性】
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　(7) 総括 

 実施目的 考察等

 

①
需要の 

有無

・　茨城県央#Feel Health プロジェクトほどの周知は行っていないものの，常に

行列ができるほど盛況であり，コンテンツ自体の需要は高いと想定される。 

・　足健診の結果や参加者の声から，足に悩みのある方は一定数いるものの，

足の悩みを相談する機会や場所は少なく，足健診はそのような機会や場所の

提供として有用である。 

・　靴の選び方・履き方に関する声が多く，地域住民に対して需要が高いこと

が考えられる。

 

②
継続性 

について

・　足健診の需要は高く，場所が用意できれば実施自体は容易であることから，

今後も他の場所においても実施する意義はあると考えられる。 

・　ただし足健診は長い待ち時間が発生するなどしているため，実施面では今

後工夫していく必要がある。 

・　その他ジャパンヘルスケアでは足に関する講座や，ICT を活用し，３Ｄデ

ータから歩行を解析するシステムなどもあり，今後これらの利用についても

検討したい。

 

３　ＡＩ歯科検査 

 

　(1) 実施概要 

歯と口をカメラで撮影し，ＡＩによる判定のもと，専門医と同等の検査を行い，一人ひとりに

合わせた口腔ケアのアドバイスを提供する。 

 

(2) 実施目的 

　　①　ＡＩ歯科検査というコンテンツの需要がどれくらいあるかを検証する。 

　　②　今後も別会場などで同様の内容を継続して実施することが可能か，また，有用であるかを検

証する。 

 

　(3) 連携企業 

歯っぴー株式会社（熊本県熊本市） 

 

　(4) 実施期間 

令和７年１月19日（日）（令和６年度スポーツ・健康フェスティバル内） 
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(5) 参加人数 

　　　合計81人（※　アンケート回答者数72人） 

　　ア　年齢別・性別 

年齢別では50歳代以上80歳代以下が大半を占め（83.3％），性別では男性の方が多かった。 

 

　(6) アンケート結果 

　　ア　他者勧奨（家族や友人に薦めたいか） 

 

　　イ　セルフケアの関心や行動（自宅等で行う自分自身の行動につながると思うか） 

73.6%

20.8%

5.6%
0.0% 0.0%

0%

20%

40%

60%

80%

薦めたい どちらかといえば

薦めたい

どちらとも

いえない

どちらかといえば

薦めたくない

薦めたくない

家族や友人に

薦めたい

94.4％

73.6%

20.8%

0.0%
5.6%

0.0%
0%

20%

40%

60%

80%

そう思う どちらかといえば

そう思う

どちらともいえない どちらかといえば

そう思わない

そう思わない

セルフケアに

つながる

94.4％

20歳代

1.4% 30歳代

2.8%
40歳代

6.9%

50歳代

22.2%

60歳代

23.6%

70歳代

26.4%

80歳代

11.1%

不明

5.6%

男性

62.5%

女性

29.2%

不明

8.3%

n=72人

n=72人

n=72人

n=72人
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　　ウ　歯科受診へのきっかけ（歯科医院などを受診するきっかけになったか） 

 

 

 

 

 

 

(7) 総括 

 

 

 実施目的 考察等

 
①

需要の 

有無

・　茨城県央#Feel Health プロジェクトほどの周知は行っていないものの，常に

行列ができるほど盛況であり，アンケートにおいても，周りに薦めたいとい

う声が多く，コンテンツ自体の需要は高いと想定される。

 

②
継続性 

について

・　アンケートでは，今回の実施がセルフケアにつながるとの回答や，歯科受

診のきっかけにもなったという回答もあり，ＡＩ歯科健診は当人の行動や行

動変容ステージを変化させるきっかけとなると考えられる。 

・　今回の健診では，パソコンやカメラなどの機材を借用し，さらに連携企業

の職員がその機材を使って対応したが，機材を借りて自治体職員が実施する

ことが可能である。比較的実施が容易である。 

・　大きく複雑な機材が必要というわけではないため，他のイベント等でも実

施が容易である。

33.3% 33.3%

15.3%

6.9%

11.1%

0%

10%

20%

30%

40%

受診するきっかけ

になった

（元々受診の予定

はない）

受診するきっかけ

になった

（元々受診の予定

をしていた）

受診する

予定はない

（６か月以内に

受診した）

受診する予定はない その他

受診する予定がなかったが，

受診するきっかけになった 

33.3％

n=72人
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